
琉球大学学術リポジトリ

フレッシュコンクリートのレオロジー定数測定とそ
れを利用したMPS法によるスランプフロー解析なら
びにコンクリート用化学混和剤の開発

言語: ja

出版者: 琉球大学

公開日: 2021-06-18

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 平野, 修也

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/48590URL



（様式第 3号）

論文要 旨
I

論文題 目

フレッシュコンクリー トのレオロジ一定数測定とそれを利用したMPS法によるスランプ

フロー解析ならびにコンクリー ト用化学混和剤の開発

本論文は，フレッシュコンクリートを対象にレオロジ一試験を実施してレオロジ一定

数を求め， このレオロジ一定数を用いてコンクリー ト流動解析の新たな解法の適用性を

検証した。さらに別の観点からコンクリート用化学混和剤の開発について検討した。

実施したレオロジ一試験の一つ 目は，高流動コンクリー トのレオロジ一定数推定に有

効な球引上げ試験である。本研究は，裔流動コンクリートよりも流動性が低いコンク リ

ー トヘの適用性を検証するため，スランプで流動性が評価されるコンクリートと，締固

めを要する高流動コンクリートを対象に球引上げ試験を実施した。さらに，測定したレ

オロジ一定数の有効性を検証することを目的として，粒子法の一種である MPS法による

流動解析を通じて，コンクリートのスランプフローの広がり曲線の再現性を検証した。

その結果，球引上げ試験で求めたレオロジ一定数を用いることで， MPS解析によって，

スランプ 17cm以下のコンクリートのスランプフローの広がり曲線が再現された。また，

スランプフロー475mm付近までの流動性の範囲では，解析の流動構成式に適用した

Regularized Bingham modelの応力成長指数を m=lOOにすることで，実測のスランプフ ロー

の広がりを概ね再現した。さらに，コンクリートの流動「生が高くなる場合は，応力成長指

数を m=lにすることで， MPS解析によるスランプフローの再現性が向上した。

二つ目のレオロジ一試験は，十字断面の 4枚羽根スピンドルを装着した十字羽根回転

粘度計による測定である。本研究は，従来の二重円筒形回転粘度計では適用外となるモ

ルタルやコンクリートを対象に，十字羽根回転粘度計の適用性を検討した。また，これ

を用いたコンクリ ー トのワーカビリティー評価の可能性を追究し， さらに，ワーカビリ

ティー改善に寄与するポリカルボン酸系高性能 AE減水剤の開発を目的とした。

種々の検討結果を幣理すると，十字羽根回転粘度計で測定した試料の振舞いは，回転

軸を中心とした渦流を示した。このときの試料のせん断履歴はせん断速度依存性を示し，

粒子間相互作用による影響が顕在化した。このため，球引上げ試験のレオロジ一定数と

の整合性は取れなかったが，見かけの粘度を高く見積もる傾向を示した。そこで，既往

研究を参考に，試料に加えたせん断ひずみ速度とせん断応力の関係を表す流動曲線で囲

まれた面積を求めることで，チクソトロヒ゜一性を評価できると考えた。この面積が小さ

くなるように，使用材料の観点から，ポリマー重合技術の限界範囲でポリマー鎖長を短

くし，重量平均分子量を低くした新規のポリカルボン酸系ポリマーを開発した。

以上のように，球引上げ試験で求めたレオロジ一定数の有効性を MPS解析によるスラ

ンプフローの再現性により確認し，さらに，十字羽根回転粘度計によるレオロジ一測定を

通じて，チクソトロピー性の低減に寄与する高性能 AE減水剤を開発した。
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